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あけましておめでとうございます！今年もよろしくお願いします！
2026年の干支は馬！ 

駆け抜ける馬のように活気があり、万事ウマくいくような一年になるといいですね         

年長さんは卒園まであと３カ月…沢山の思い出を作っていきたいと思います。 

インフルエンザが猛威を振るう中、練習に取り組んだこどもたち。 

残念ながら当日欠席となってしまった子もいましたがみんなよく頑張りました。 

くじらさんはセリフや独唱を覚え、年下のお友だちの見本になってオラトリオに取り組みましたよ。いるかさん

はそんな年長さんに憧れを持ったようで「くじらさんになったら〇〇がしたい！」と口にしていました。らっこ

さんは初めてのクリスマス会。オラトリオの雰囲気を知り、らっこさんなりに歌を頑張って覚えました。そして

来年はいるかさんの演じた役ができると楽しみにしているようです。 

本番が終わった翌週の金曜日には当日欠席だった子たちも交えて再びオラトリオに取り組みました。 

最後まで立派に歌い上げる姿が本当に素敵でかっこ良かったです！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリスマス会を頑張った後はクッキングを楽しみました！ 

うみグループは去年も作ったシュトーレンに挑戦！今年は米粉で作ってみました。もちもちしていて美味しか

ったです♡ 

そらグループはごっこ遊びで盛り上がっていたクレープ！フルーツとクリームいっぱいで美味しかったです♡ 

またご家庭でも作ってみてくださいね～☺ 

25日にはクリスマスパーティーを行いました。 

絵本を見たり、クイズをしたり、保育士のハンドベルを

聞いたり、お手紙さがしをしたり…最後は届いたプレゼ

ントとお菓子で大盛り上がりでした！ 



 「せんせい、ぼく、くるまつくってるねん」 

そう教えてくれたAくんの手元には作り方の説明書がありません。 

「自分で考えて作ってるの？」と聞けば「うん、かっこいいのにす

る」と答えてくれました。 

A くんは最近難しいお手本も見ながら作れるようになり、ラキュー

に自信がついてきた様子でした。 

「タイヤがむずかしいねん。ショベルカーみたいなタイヤにした

いねん」と相談をしてくれた A くん。ベルト式タイプのタイヤを

作りたかったようなのでそれに近い形が載っている説明書を見せ

ながら教えてあげるとすぐに理解して取り組んでいました。 

そして完成したのがこちら！ 

色へのこだわりもあるんですよ。 

自分なりに考えて作るのってすごく難しいのですが、作っている

過程はすごく楽しいんだと思います。けれど経験と技術がないと

難しいので日頃からラキューに取り組み続けていた A くんだか

らこそ完成できたんだと思います。 

翌日は違う形の車を作って見せに来てくれました。 

さらに前日に作った車はらっこさんの男の子が「ほしい」と言ったそ

うで気前よくプレゼントしてあげたんだとか。「ぼくのくるま、ほし

いっていわれちゃった♡」と嬉しそうに報告に来てくれました。 

その関りもあってもっと自信がついたみたいです。A くんのオリジナ

ル作品がもっと見たいなって思うエピソードでした。 



 できるかな？を、やってみる

「秘技！目隠しパズル！」 

パズルでよく遊んでいた時の R ちゃん。パズルの自信がつい

てきたころに、新たな遊び方を編み出していました。それは、

秘儀！目隠しパズル！薄目で見ているのですが、完成して

「できた！」と満足そうでした。 

そらヴィジブル 1 月 

おちてた… 

「秘技！なぞる！」 

芋ほりの絵を描いていた時、顔を書いた後に、保育士が

「お芋掘ってる手を描くのはどう？」と提案してみたところ、

画用紙に手を置いてなぞっていました！な～るほど！おも

しろい方法ですね。 

できた 

できるかな？と思っ

たことをやってみて、

できた時の R ちゃん

の顔は満足そうに見

えますね。できると面

白いのですよね。「や

ってみたらできた」

「おもしろい」を積み

重ね、小さな挑戦を

続けていってほしい

なと思います。 



 

１２月に入園した、そらグループのおともだち Y くん。入園して数週間、おとも

だちの遊びの中に入っていくのはまだ１歩が出ず、様子を見ていました。K くん

が「ヘビにかまれるぞ～」と、縄に当たらずにジャンプする遊びをしている様子

を見ていたので、「やってみる？」と保育士が声をかけると、「うん！」と１歩を

踏み出しました。 

 

そらヴィジブル 1 月 

Y くんと K くん、何も言わずに持って揺らす役目を交代しています。二人の中

で、当たったら交代という暗黙のルールがあるみたいです！会話は多くありま

せんが、二人の中で気持ちの繋がりがあることを微笑ましく思います。遊びを

通して自然と仲間になっていくこどもたちって素敵ですよね。 


